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1.は じ め に
12年 ぶ りに ドイツ留学 して,市 民生活 において も大学教育 において も環境
保全問題 が重 要 なテー マになってい るこ とを身 を もって体験 した。専門書店
を覗 いてみて も我 が国 とは一桁 も違 うほ ど多 くの環境 問題 関係の書籍 を発見
で きる。
1970年 代以降,特 に ドイツ固有の深 い森 の木々 が酸性 雨で突然枯 れた り,
河川 ・湖沼 ・海洋汚染 や大気 の汚染等が深刻化 す るに ともない住民 の環境保
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全意識 が急速 に高 ま り,結 成 当初 は少数先鋭 的な集 団で あった 「緑の党」 も
環境保 全 の政策 を前面 に掲 げ議会進 出 を果 た した。 その ような状 況 を察知 し
た政府与党や州 当局 は環境政策 を充実 させ,種 々 の環境保 全対策 を採 るよう
になった。環境 問題 は 「票 」 になる ことが意識 され,各 政党 は この問題 に正
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面 か ら取 り組 まざるを得 な くなった。
相次 ぐ諸 法規 や諸規制 の施行 は産業界 や0般 社会 に も重大 な影響 を及ぼす
ことになる。 当初 この ような政策 に抵抗 した産業界 も,例 えば,フ ロ ンを使
用 しない冷蔵庫 の生産,有 毒 ガス排 出削減 のための諸設備,環 境 に優 しいテ
クノロジーの開発 に多額 の投資 をす るよ うになった。 さ らには,環 境 問題 に
企業 チ ャンス を求 め る企業 や,「 環境」に投資す ることが必ず し もマイナス要
因 のみ を伴 う ものでない こと,す なわ ち,環 境 問題 をプラス思考 で捉 える企
業 も現 れ,従 来 の よ うにエ コノ ミー とエ コロ ジー は必 ず しも相反 す る もので
はない ことが認識 され る ようになった。
一 方
,市 民生活 にお いて も環境意識 の習得 が不可欠 の もの とな り,連 邦 ・
地 方 自治体 が これ に関す るパ ンフレッ トの配布,催 物 を開催 した りしてい る。
また更 に,義 務教育機関,フ ォル クスシュ0レ,大 学 等で もその啓蒙 に努 め
ている。
2.ド イツ におけ る環境保全研 究 と教育
2-1市 民 ・青少年の環境保全啓蒙教育
ベ ル リンにある連邦 環境 庁,各 州各市等 の環境局 を訪問 して全 て収集 すれ
ば10kgを 下 らない ほ どの資料 が得 られ る。そ うい った中に青 少年啓蒙 用パ ン
フレ ッ トが ある。以下 はそ ういった内の1つ であ るフライブル ク市 の 「生徒
のた めの環境 ヒン ト」 であ る。
1)ち なみ に筆者 の ドイツ滞在 中の連邦議会議員選挙前夜 のテ レビ ・ゴー ルデ ンア ワー
(20時 台)で は 「環境 問題 」 をテーマ とした各政党間の討論会が行 なわれた。
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1.ゴ ミを回 避 す る:何 度 も使 え る食 器 を使 い,飲 み もの はデ ポ ジ ッ ト ・
ビ ンで 買 お う。 買 い物 をす る とき は,ぜ いた くに,ま た不 必 要 に梱 包
され て い な い製 品 を選 ぼ う。
2.ゴ ミを減 量 化 す る:買 い物 に は,ビ ニ ー ル袋 に代 え て,古 き良 き買 い
物 袋 を持 って行 こ う。 特 に ビニ ール ・ゴ ミの処 分 は,環 境 に非 常 に負
担 を か けて し まう。
3.ゴ ミを再 利 用 す る:リ サ イ クル に よ っ てエ ネル ギ ー も節 約 で き る。 こ
の エ ネル ギ ー は,も し リサ イ クル しな い な らば,と て も環 境 に負 担 を
か け なが ら発 電 所 で生 み 出 され な くて は な らな い もの。 容 器 包 装 は デ
ュア ル ・シス テ ム の 回収 コ ンテ ナ ー を通 じて 処理 し よ う。
4.衣 服 や カー テ ンは な るべ くク リー ニ ン グ に出 す 回 数 を減 らそ う。 あ ら
か じめ購 入 す る と き,家 で洗 え る素 材 か どうか に注 意 し よ う。
5.魅 力 的 な筆 記 用 具 の 背 後 に は環 境 問 題 が 潜 ん で い る。 一 つ に は,そ れ
ら筆 記 用 具 に は有 毒 物 質 が 含 まれ て い る。 今 一 つ に は,そ れ ら筆 記 用
具 は,そ の短 い命 を終 え る と,ゴ ミに変 わ っ て し ま う。 だ か ら,他 の
どん な筆 記 用 具 よ り も鉛 筆 を優 先 し よ う。使 い捨 て の ボー ルペ ンや サ
イ ンペ ンは,水 溶 性 の イ ン ク を使 うス ポ イ ト式 の万 年 筆 に比 べ て,環
境 にか け る負 担 が ず っ と大 きい。
6.環 境 の こ とを考 え る良 い生 徒 は,残 った薬 を ゴ ミ箱 に捨 てた り しな い。
どの 薬局 で も,そ う した薬 を専 門 的 な処 理 の た め に引 き取 って くれ る。
7.着 色 した り漂 白 して あ る よ うな トイ レ ッ トペ ー パ ー を使 うの は や め よ
う。 これ らは河 川 に よ り大 きな負 担 をか けて しま う。
8.ど う して も自動 車 に乗 らな くて は な らな い とき に は,信 号 や 踏切 での
ち ょっ とした停 止 時 間 に もエ ンジ ンを こ まめ に停 止 しよ う。 絶対 にエ
ンジ ンを吹 か した 自動 車 の 中 で 時 間 を過 ご した り,ま して や寝 た りし
て は い け な い!
9.生 徒 が部 屋 の模 様 替 え をす る と き,古 い家 具 を簡 単 に粗 大 ゴ ミに出 す
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ので はな く,新 聞や伝 言板で の小広告 で,売 るか譲 るように申 し出 よ
う。
10.友 達や ご近所,市 民 の人 たち との話 の中で,環 境 問題 への注意 を喚起
しよう。政治家 たち に,も っ と環境 のた めに努 力す るよ う要求 しよ う。
(相澤啓一)
この ように青少 年の うちに環境 意識 を持 った早期教育 を し,環 境 を配慮す
る市民 を育 て よ うとす る もので ある。
一般市民 にお いて は環境 団体
,連 邦,州,地 方 自治体等 に よる催物,ボ ラ
ンテ ィア活 動等 に参加す るこ とに よって環境 問題 に関 す る知識 を得 た り,環
境保 全運 動の体 験 をす るこ とがで きる。 また,テ レビ,ラ ジオ,新 聞,雑 誌
等のマ スメデ ィア も環境 問題 に関 す る特集 を組 んだ り,日 常番組 ・記 事で環
境 知識 の普及 に努 めてい る。
更 に,日 常生活 において も環境 を意識 した行 動が取 れ るような システムが
出来上が りつつあ る。例 えば,無 用な車 の利 用 を避 け させ,環 境 に優 しい公
共交通機 関 を利 用 させ るた めにいろいろな措 置 を取 ってい る。 すなわ ち,a)
市電,バ ス,地 下 鉄,国 有鉄道等 の公共近距離交通機 関の維持 ・発展 のため
に自家用車,商 用車 等 よ りもそれ らを信号等 で優先 す るこ と,b)割 安 で他人
に貸与 可能 な公共近距離交通機関 の共通乗車券 の発行,c)自 家 用車 や商 用車
の通行 はで きるだ け幹線道路 に集 中 させ,住 宅地域 内 を全面 的 に制 限速度30
kmに す ると共 に道路 の所 々 に段差 を設 けて早 く走 れな い ようにす る こと,
d)環 境 に優 しい自転車 を優遇 し,専 用道 を拡充 してい るこ と,ま た,無 料駐
2}
輪場 を確保 した り,電 車 に自転車収容車 まで付 けてい る こと等で ある。
2)拙 稿 「新 ドイ ツ事 情(そ の5)」(『 原 価 管 理 士 だ よ り』1996年2月 号295号5頁)
拙 稿 「最 近 の ドイ ツ経 済 ・経 営 事情 」(『産 業 経 理 』Vol.56No.31996年48-49
頁)
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2-2研 究所 ・大 学 に お け る環 境 保 全 研 究 と教 育
これ まで経 営 経 済 学 に とっ て 「環 境 」 とは主 に 「市 場 的 」 な環 境 で あ
った 。
つ ま り,主 に顧 客 と競 争 者,部 分 的 には供 給 者 ,従 業 員,資 本 家 で あ った。
しか し・1970年 代 に入 っ て漸 くEichhorn(1972) ,Heigel(1974),Schmidt
(1974)お よびImmler(1975)の 論 文 が,時 折,専 門雑 誌 等 に発 表 され る よ うに
な った 。
1970年 代 の 後 半 に は約14件 の ドイ ツ 語 文 献 が 完 成 した(主 に ドク タ ー 論
文),そ こで は主 にエ コ ロ ジ ー指 向 を企 業 の機 能 分野 に統 合 す る とい う内容 が
書 か れ て い る。80年 代 の初 め に は,さ らに多 くの先 駆 的文 献 が 公 開 され た
。
そ こで は初 め て すべ て の テ ー マ が基 本 的 に取 り扱 わ れ る よ う にな った
。
実務 の た めの 重 要 な コ ンサ ル タ ン ト用 ガ イ ドと して は,現 在,多 くのパ ン
フ レ ッ トが あ り,そ こで はエ コマ ネ ジ メ ン トの ア クチ ュ アル な テー マ に関 し
て定 期 的 に報 告 され て い る。1977年 に はVogel ,Heigelお よびSchaferが 環
境 保 全 に関 す るハ ン ドブ ック を出版 して お り,こ れ は環境 保 全 の経 営 経 済 学
的 問 題 に つ い て論 述 した もの で あ る。1980年 以 来 「環 境 とエ ネ ル ギ ー」
,「 経
営 実務 のた め のハ ン ドブ ック」 とい うよ うな重 要 なパ ン フ レ ッ トも発 行 され
て い る。1989年 に は若 手 経 営 者 の集 ま りで あ る ドイ ツ連 盟 が
,企 業 の経 済 的
な環 境 マ ネ ジ メ ン トの た め の ハ ン ドブ ック 『BJU環 境 保 全 コ ンサ ル タ ン
ト』 を初 め て 出版 して い る。
1980年 代 半 ば に は 『全 般 的 に み た エ コ ロ ジー企 業 政 策 』(Pfriem)と 『戦 略
的 な方 針 』(Steger)と い う よ うな文 献 が 出版 され て い る。 これ らの 文献 で最
も重 視 され て い るの は,種 々 の 目標 の 適 正 化 と以 下 の3点 で あ る。
●環 境 事 故 の リス クの減 少
●環 境 保 全 の 出費 の効 率 化
●環境 関 連 に基 づ く,製 晶 の 最 良 の マ ー ケ テ ィ ン グ
現 代 で は,エ コマ ネ ジメ ン トに 関 す る出版 物 の数 量 は急 増 して い る
。 ドイ
ツ環 境 庁 の 「環 境 に関 す る情 報 ・記 録 シ ス テム 」(UMPLIS)で は1993年 の半
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ば までに このテーマ領域 に関 して約700の 文献 が保存 されてい る。この傾 向が
続 くな らば,将 来 は年 間100件 もの経営経 済学の環境 問題 に関す る文献 が保
存 され るで あろ う。 それ には 日刊 新聞 の記事 は含 まれていない。
1980年 代後半 にはエ コマネ ジメ ン トの問題 に寄与 す る大学 お よび一般 の研
究所が幾 つか創設 された。 その中で特別 な地位 を占めるの は,企 業用水お よ
び空気浄化 のた めの研究所(IWL)で ある。 これ は既 に1956年 に営利経済企
業 お よび経済連 盟 に よ り企業 内の環境 保全 のための独 自施設 として創設 され,
現在,400以 上 の メ ンバ ーが加 盟 して いる。 この協会 は空気浄化,騒 音防止,
水質,排 水,廃 棄物,土 地汚染 改善 並び に製品の環境 に対す る優 しさテス ト
等 のサー ビスを提供 してい る。 それ は連邦 排入保 全法第26,28条 に基 づ き,
調 査 と評価 を実施 す る鑑 定所 で ある。IWLは 排水 導入 に関す る自己監視 の
枠 内での調査場 所 で あ り,企 業 に も役所 に も拘束 され ない研 究 所 で あ る。
IWLは,環 境 問題 の実際的解決可能性 に関 し,方 法選択 や提供判 断 につ いて
官庁 によって認 め られた測 定法並 びに経営分析か ら役所 との コンタ ク トお よ
び認 可の取 り方 を援助 す る場所 を提供 してい る。
重要 なパ イオニ ア機能 を もつのが エ コ ロジー経済研 究 協会 研究 所(10W)
であ る。 この研究所 は公益有 限責任会社 として創 設 された。 この本部 お よび
管理部 はベ ル リンにある。支部 は,Baden-Wurttemberg,Nordrhein-West-
falenお よびSchleswig-Holsteinの 各州 にあ る。10Wは エ コロジー とエ コノ
ミー を結ぶ指導原理 を追求 す る。 この研究所 は 「エ コビランツ」 お よび 「エ
ココン トロー リング」 の分野 で有名 で ある。現在,約15名 の男女 の共同研 究






1。 エ コ ロ ジー 的 な企 業 政 策
2:環 境 政 策 ～ 用 具 お よび制 度 面 か らの視 点
3:エ コ ロ ジー 的 で,エ コ ノ ミー 的 な理 論 の形 成
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●研究 分野6:エ コロ ジー的 な消費
Iowは その創設 以来,エ コロ ジー経済研 究協会(v6W)と 繋 が りが あ り,
独 自の書物 も出版 して いる。両協会 は定期 的 に情 報サー ビス を提供 して いる。
1987年 に はヨー ロ ピア ンビジネスス クール にエ コマ ネジメ ン ト協会 が創設
され た。 この協会 は,独 自出資 の大学研究所 として長期 的 な経済学 の基本 プ
ロジ ェク トを実施 してお り,こ れ らのプ ロジェク トは公的機関 と寄付 団体 に
よ りサ ポー トされてい る。 この大学研 究所 は,ヨ ー ロピア ンビジネスス クー
ルのエ コマネ ジメン トと取 り組 んで お り,エ コロジー を経 済学 の教育 内容 と
して取 り入 れ るための カ リキュラム の開発 に寄与 してい る。 このエ コマネ ジ
メ ン ト協会 は依頼研究 を してお り,主 に企業 のための知識伝 達 を行 なってい
るが その研 究 と作業 の重点 は主 に次 の分野 を含 む。
●戦略的企業計画
●イノベ ー シ ョンマ ネジメ ン ト(技 術 の分析 お よび評価 を含 む)
●組織 開発
●エ コマ ネジメ ン トお よび消 費者行動 の変化
● リスクマ ネジメ ン ト
●経 営的お よび国民経済的環境 エ コノ ミーのた めのカ リキ ュラム
●市場 思考 の環境 政策用具
●環境保全 に関す る国際的 な拡充
●立地要 因 として の環境保全
1990/91年 の冬学期 か らMunster大 学で は重点科 目 として 「環境 マ ネ ジメ
ン ト」 と 「環境 エ コノ ミー」が 導入 された。両 科 目 とも当時,ド イツで は唯
一 の ものであ り
,エ コロジー とエ コノ ミー との繋が りにおけ る現在 の問題 と
学問的 な把握法 とに取 り組 んで お り,1992年 夏学期 よ り,卒 業 に必 要な科 目
に編入 され た。両科 目の基礎 ブロ ックが 「環境 と経 済」で あ る。 これ は次 の
4つ の講義,す なわ ち 「エ コロジー と環境技術 の基礎 用語」,「環境法 と計 画
法」,「経営環境計画 の基礎 」 お よび 「環境物質 の コー デ ィネー シ ョン機構 」
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で あ る。 そ して重 点 科 目環境 エ コノ ミー で は環 境 に優 しい経 済 開発 にな くて
は な らな い条 件 を問 いた だ して い る。 重 点 科 目環 境 マ ネ ジ メ ン トで は経 営経
済 的観 点 か らの環境 保 全 の 問題 が 考 察 され て お り,分 析 の 中 心 は環 境 保 全 を
す べ て の企 業 の機 能 に取 り入 れ る こ とで あ る。 この新 しい履 修 科 目 に勇 気 づ
け られ,1991年 の 夏学 期 か らは 「経 済 と環 境 の学 生 イ ニ シ ア テ ィブ」 が 創 設
され た。 そ こで学 生 た ち は経 済 的観 点 か ら見 た 環境 保 全 につ い て議 論 し,そ
れ らの工 業 の意 義 を研 究 し,実 現 可 能 な解 決 案 を探 し求 め て い る。
1992年 にSt.Gallenで は経 済 ・エ コ ロ ジー研 究 所(IWO-HSG)が 創 設 され
た。 この研 究 所 は,経 済,自 然 お よび 社 会 との 関 係 を研 究 す るス イ ス で初 め
て の大 学 研 究 所 で あ る。 大 学 と共 に「エ コ ノ ミー とエ コ ロ ジー オ イ コス 基金 」
に 出 資 し て い る7つ の 企 業(BauerWeichkaserei,Fela,Hilti,Holvis
Holtstoff,Lever,ModelHolding,NCR)が10Wを 支 え,冠 研 究 が以 下 の
よ うな重点 の 基 に行 なわ れ て い る。
●市場 経 済 に関 す るエ コ ロジ ー的 再 開 発
●ス イ ス環 境 政 策 の国 際 的 コ ンテ ェ クス
●エ コ ロ ジー と競 争 能 力
●エ コロ ジー 意 識 を持 っ た マ ネ ジ メ ン トと開発
●環 境 マ ネ ジ メ ン トシス テ ム
●環 境 政 策 の法 的 実 現
現 在 で は,「 エ コマ ネ ジ メ ン ト」の テ ー マ は多 くの大 学 で 多 少 の 違 い は あ る
が 教 え られ研 究 され て い る。
3.経 営 ・経済学系の大学学部における環境関連講座
次 に 「エ コマ ネ ジメ ン ト」 が教 科 と研 究 課題 とな っ て い る大 学 を簡 単 に紹
介 し よ う。
前 述 の よ うにMunster大 学 で は1990/91年 の冬 学 期 か ら環 境 関 連 講 座 が 重
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点 科 目 と して設 置 され て い る。 その後,以 下 の よ うな多 数 の大 学 で この 関連
の 講座 が 設 け られ る よ う にな った 。な お,Munster大 学,Dusseldorf大 学 お
よびAachen工 科 大 学 に関 して は次 章 で詳 細 に取 り扱 うの で本 章 で は省 略 す
る。
ドイ ツ の 大 学 で は フ ォ ア レ ー ズ ン グ(Vorlesung,講 義),ユ ー ブ ン グ
`;}
(LTbung),ゼ ミナ ー ル(Seminar),コ ロ ク ィ ウム(KoHoquium)等 の形 式 の講
座 が あ りt環 境 関連 の講 座 の 多 くは フ ォア レー ズ ン グ,ゼ ミナー ル,コ ロ ク
ィ ウム の形 式 で 開講 され て い る。
●Siegen大 学 一 エ コ経 営 経 済 学 研 究 所:こ こで の教 科 の重 点 は経 営 環 境
保 全 の組 織 エ コマ ネ ジメ ン トー 般 お よび廃 棄 物 管 理 で あ る。1996年 夏
学 期 の 選択 必 修 科 目 と して経 営 環 境 経 済 学 の講義IIと ゼ ミナ ー ルが 設 置
され て い る。96/97年 冬 学 期 に は 同 じ く経 営 環 境 経 済 学 の 講 義1と ゼ ミ
ナ ー ル1が 設 け られ,環 境 関連 科 目の履 修 を しや す くして い る。
●Oldenberg大 学 一 経 営経 済 学1研 究所:こ この教 科 の重 点 は 「エ コ ロ ジ
カル な企 業 政 策 」,「エ コ ロ ジ カル な組 織 開 発 」 お よび 「エ コ ス ン トロー
リング」 に あ る。1996年 夏学 期 に は 「エ コロ ジカ ル な企 業 政 策 」 とい う
講 義 お よび それ に関 す る方 法 論 ・事例 研 究 とい う2科 目 を設 置 して い る。
また,96/97年 冬 学 期 の 同講 座 で企 業 倫 理 を開講 して い る。
●同大 学 一経 済 ・法 律 学 科 一 国 民 経 済 研 究 所=こ こで の教 科 の重 点 は 「環
境 経 済 お よ び資 源 経 済 」 の課 題 を大 学 院 課 程 で研 究 す る こ とで あ る。
●NUrnbergのGeorgSimonOhm単 科 大 学 一 第 十 科 経 営 経 済 学:こ こ
で の教 科 の 重 点 は 「環 境 指 向材 料 管 理 」,「エ コ ビラ ンツ」 お よび 「エ コ
コ ン トmリ ング」 で あ る。 更 に,2セ メ ス ター にわ た る職 業 実務 家 の
た めの 基 礎 コー スが 予 定 され て い る。
●Hannover大 学 一 一般 経 営 経 済 学:こ こで の教 科 の 重 点 は 「エ コ ロ ジ カ
3)拙 稿 「西 ドイツの大学 と会計教育」(日本原価計算研究学会 『原価計算』特別号 第
18冊1984年278号67-80頁)
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ル な企 業 政 策 」,「環 境 マ ネ ジ メ ン ト」 お よび 「環 境 組 織 シス テ ム」 とい
うテ ー マ にあ る。
●同大 学 一 経 営 経 済 学 科:こ こで の教 科 の重 点 は 「エ コマ ー ケ テ ィ ング 」
と 「エ コ ロ ジー と商 業 」 とい うテー マ に あ る。
1994/95お よび95/96年 の履 修 要項 に よれ ば ス ツ デ ィウム の前 提 科 目 と
して 「エ コ ロ ジー とウムベ ル ト(環 境)」 が設 置 され て い る。 ち な み に,
家 政 経 済 学 部 に 「家 計 と環 境 保 全 」 とい う講 座 も設 け られ て い る。
●Fulda単 科 大 学 一 経 済 学 科:こ この 教 科 の 重 点 は 「環 境 政 策 」,「環 境
法 」,「経 営 環境 マ ネ ジメ ン ト」,「環 境 技 術 入 門 」 とい うテ ー マ に あ る。
1990年 夏 学 期 か らは 「環 境 経 済 学 」 とい う科 目が追 加 され た 。
●Augsburg大 学 一 経 済 ・社 会 学 部:こ こで の教 科領 域 に は 「環 境 意 識 を持
った 企 業 マ ネ ジ メ ン ト」,「エ コ コ ン トロー リング」 お よび 「エ フ ビラ ン
ツ」が あ る。1995年 夏学 期 に は 「環 境 指 向 の マ ー ケ テ ィ ング」,96年 夏学
期 に は 「環 境 技 術 とエ コ ビラ ンツ」s96/97年 冬 学 期 には 「エ コ ロ ジー マ
ネ ジ メ ン ト」お よ び 「環 境 心 理 学 入 門 」,更 に は 「環 境 エ コノ ミー の理 論
的基 礎 」,「環 境 政 策 」,97年 冬 学 期 に は 「環 境 指 向 の マ ー ケ テ ィ ング」,
「学 際 的 ゼ ミナ ール(環 境 政 策 と環 境 法)」,「 経 営 者 の た め の環 境 技 術 と
エ コ ビ ラ ン ツ」 の よ うな科 目 を設 置 し多 様 で あ る。
●Halle大 学 一 経 済 学 部=旧 東 ドイ ツの大 学 で 経 営 ・経 済 や 環境 保 全 の教
育 に最 も力 を入 れ て い る大 学 の1つ で あ るが,1995年 夏 学期 はハ ウ プ ト
ス ツ デ ィ ウム にお け る経 済 社 会 学 の科 目 と して 「環 境 意 識 を もった 消 費
者 行 動 論 」講義 お よび ユ ー ブ ング が,96年 夏学 期 に は同特 殊 経 営 経 済 学
の科 目 と して 「経 営 環 境 マ ネ ジメ ン トII」 の講 義 お よび ゼ ミナ ー ル が設
置 され て い る。 また,96/97年 冬 学期 に は同 経 済 社 会 学 の科 目 と して「工
企 業 にお け るエ コノ ミー とエ コロ ジー」 の講 義 お よび ユ ー ブ ング が設 け
られ,経 営経 済 学 と経 済 社 会 学 の両 領 域 か ら履 修 で き る よ う にな って い
る。
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●Koln大 学 一 経 済 ・社 会 学 部:最 近 で は,毎 年 の よ う に環 境 関連 の講 座 を
開 い て い る。1995年 夏 学 期 に はVWLハ ウ プ トス ツ デ ィ ウム に お け る金
融 論 の科 目 と して 「労 資 協 調 の環 境 政 策 」が,BWLグ ル ン トス ツ デ ィ ウ
ム に お け る一 般 経 営 経 済 学 の科 目 と して 「原 価 給 付 単 位 計 算 」(集 中講
義:G.Beuermann担 当)の ユ ー ブ ン グが 開設 され,そ の 中 で部 分 的 に環
境 原 価 計 算 を取 り扱 って い る。 この セ ミス タ ー の ユ ー ブ ン グ はMunster
大 学 と共 同 で実 施 され た 。また95/96年 冬 学 期 お よび96年 夏学 期 に は同 じ
く 「環 境 政 策 」 が設 け られ て い る。
この他 に,最 近 で はBamberg(講 座 名:EUの 環 境 保 全),FUBerlin(講
座 名:エ コ ロ ジー 経 済 論),Bonn(講 座 名:資 源 ・環 境 論),Bremen(講 座 名:
経 営 環 境 論1,環 境 計 画 を考 慮 した街 づ く り論),TUBraunschweig(講 座
名1生 産 論 と環 境 保 全1),GIIEssen(講 座 名:生 産 と環 境 へ の影 響,環 境 経
済 論 一 環 境 保 全,計 画 お よび 統 制 計 算),Frankfurt(講 座 名:工 企 業 の環 境
管 理),Hildesheim(講 座 名:エ コ ロ ジー とエ コ ノ ミー),Hamburg(講 座 名=
個 別 文 化 の 摩擦 領 域 で の環 境 教 育,環 境 経 済 と資 源 経 済),Gottingen(講 座
名:環 境 経 済 論1,商 人 教 養 の た め の エ コ ロ ジ ー),Mannheim(講 座 名:
NGOに お け る環 境 問 題 と環 境 政 策),Regensburg(講 座 名:環 境 経 済 学),
Tubingen(講 座 名:環 境 法)等 の 各 大 学 で 毎 セ メ ス タ ー あ るい は数 セ メ ス タ
ー毎 に環 境 関連 の講 座 が 開講 され て い る。
4.MUnster大 学,Dusseldorf大 学 お よ び
Aachen工 科 大 学 に お け る環 境 関 連 講 座 の 配 置 状 況
本 章 で は,環 境 関 連 講 座 を 最 初 に 体 系 的 に 設 置 し た ミ ュ ン ス タ ー 大 学
(WestfalischeWilhelms-UniversitatMunster),有 力 教 授 の も と に 環 境 関
連 講 座 の 充 実 し て い る デ ュ ッセ ル ドル フ 大 学(HeinrichHeineUniversitat
Dusseldorf)お よ び ア ー ヘ ン工 科 大 学(Rheinisch・WestfalischeTechnische
ドイツの大学における環境保全教育 に関する一考察ll
4)
HochschuleAachen)の 状 況 に関 して比 較 考 察 す る。
M大 学,D大 学 およびA工 科 大学 におけ る環境 関連 講座
ミュ ンス タ0大 学 デ ュッセル ドルフ大学 アーヘ ン工科大学
1994年 夏 学 前 ドイツ経営経済学 エ ッ セ ン 大 学 よ り 工学部が充実 してい
期以前 会 理 事 長HerYbert GerdRainer るた め に も と も とそ
Meffert教 授 を は じ Wagner教 授 が 当大 の方面か らの素地 は
め とした有力教授 に 学 に就任 されてか ら あ っ た。 しか し,後
よ っ て90/91年 冬 学 環境関連講座が充実 発 の経 済 学部 で も
期 か ら重 点科 目 とし した 。 HaraldDyckhoff
て 「環境 マネ ジメン 教授 の もとで充実 し
ト(Umweltmanage一 た講座 が開設 された。
㎜t)」 とr環境エコノ ミ 92年 冬 学 期 に は
一(し㎞wdtokonon唖e)」
Dyckhoff教 授 の も
が ドイツの大学で初 とで工業経 営の コロ
めて設置 され た。両 クィウム 「企業 と環
科 日 と もエ コ ロ ジー 境保全」が開設 され
とエ コ ノ ミー との 間 て い る 。
の現在的問題 と学問
的把握法 と取 り組ん
で お り92年 夏学期 よ
り卒業 に必要な科目
に編入 された。 両科
















等 の 各 大 学 のPersonal-undVorlesungsverzeichnis並 び にSchulz,E.u.Schulz,W.:
Okomanagement,1994お よ び拙 稿 「エ コマ ネ ジメ ン ト会 計 の展 開 」(神 奈 川 大 学 経 営
学 部 『国 際 フォ ー ラ ム』 第7号1996年3月)を 参 照 した 。
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目の基礎 ブロ ックは
「環境 と経 済」で あ
り,次 の4つ の講義,





境物質 の コーデ ィネ
ー シ ョン機構」 があ
る。 そ し て 重 点 科
目 ・環境経済論 で は
環境 に優 しい経 済開
発 の条件 を追求 して
い る。 また環境 マ ネ
ジメ ン ト論 で は経営
経済 的観点 か らの環
境保 全の問題 が考察
されてお り,分 析の
中心 は環境保 全 を全
ての企業 の機 能 に取
り入 れ る ことである。
更 に,91年 夏学期か
らは 「経済 と環境へ
の学生 イニ シアテ ィ
ブ」が創 設 された。
そ こで学生た ちは経
済的観点 か ら見 た環
境保 全 について議論
し,工 業 の意義 を研
究 し,実 現可能 な解




冬学期1お よび環境 マネ ジメ
iン ト




●環境法 料 管 理,ロ ジ ステ ●経営環境経済論ゼ
(W.Hoppe担 当) イックお よび環境 ミナ ー ル
●環 境 技 術,エ コロ 保 全,Stork担 当) (Dyckhoff担 当)
ジーお よび化学製 ●生産管理論 ゼ ミナ ●ユ ー ブ ン グ企 業 と
品に関する基礎概 一ル(生 産 に関連 環境保全(ツ ザ ツ
念(W.Barz担 した環境保全の特 ス ツデ ィウム環境
当) 殊問題,集 中講義, 化学「環境 と社会」
●環境 エ コノ ミー1 Janzen/Matten の 前 提 科 目,
(H.Bonus担 当) 担 当) Dyckhoffお よ び




Thossお よ び共 同
研究員担当)
●環 境 マ ネ ジ メ ン ト
理論1
(H.Meffert担 当)




95年 夏学期 重点科 目環境 エ コノ ハ ウプ トス ツデ ィウ 経営経済学講座,特
ミー お よび環 境 マ ネ ムの特殊経営経済学 に工業経営論および
ジ メ ン ト論: 講座(生 産管理論お 経済学:
●環 境 技術,エ コ ロ よび環境経済論) ●工業経営 と環境保
ジー お よび化学製 ●生産管理論III(生 全 論(Dyckhoff,
品に関する基礎概 産管理論 と環境保 Souren担 当)
念(W.Bart担 当) 全,Matten担 当) ●環 境 コ ロク ィ ウム
●環境 エ コ ノ ミーII ●生産管理論IV(研 「生産 と環境保全」
(H.-J.Ewers担 究 ・開発 と環境保 (Dyckhoffお よ び
当) 全,Wagner担 当) 共同研究員)
●ハ ウプ トゼ ミナー ● その他 コ ロ ク ィウ
ル 環 境 エ コ ノ ミ ム(Wagner担 当)
一/環 境 マネ ジメ で も環境関連 をテ
ン ト論(D.Adam, 0マ と して取 り扱
H.Bonus,H.-J. う






● 環 境 マ ネ ジ メ ン ト
理 論II
(D.Adam担 当)
● ゼ ミナ ー ル 環 境 マ





重点 科 目環 境 エ コ ノ
ミー お よ び環境 マ ネ
ジ メ ン ト論
● 環 境 法(H.D.
Jarass担 当)




●環 境 エ コ ノ ミー ゼ
ミナ ー ル
●環 境 マ ネ ジ メ ン ト
論1
■環 境 エ コ ノ ミー に
関 す る特殊 問題 ハ
ウプ トゼ ミナ ー ル
(H.Wacker担 当)
● 自 然 資 源 経 済 学
(W.Strobele担
当)

















よび 共 同研 究 員 担
当)
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96年 夏学期 重 点科 目環境 エ コノ ハ ウ プ トス ツ デ ィウ 経営経済学講座,特
ミー お よ び環境 マ ネ ムの特殊経営経済学 に工業経営論および
ジ メ ン ト論 講座(生 産管理論お 経済学
●環 境 マ ネ ジ メ ン ト よ び 環 境 エ コ ノ ミ ●工業経営 と環境保
H(H.Meffert,R. 一) 全(Dyckhoffお
Ro11berg担 当) ●生産 管理論III(生 よ びSouren担 当)
●環 境 マ ネ ジ メ ン ト 産 管理 と環境 保全,
ゼ ミ ナ ー ル(H. Matten担 当)
Meffert,M.Ceyp ●研究開発 と環境保
担 当) 全(Wagner担 当)
●プ ロ ジ ェ ク トAG 本年度,新 た に同
の環境 マネ ジメ ン ス ツデ ィ ウム の 一般
ト(H.Meffertお 経営経済学講座 で も
よび共同研究員担 ●ABWLゼ ミ ナ ー一
当 〉 ル(環 境指 向の企






が 設 け られ て い る。
96/97年 重点科 目環境 エ コノ ハ ウ プ トス ツ デ ィウ 経営経済学講座,特
冬学期 ミーお よび環境 マ ネ ムの特殊経営経済学 に工業経営論および
ジ メ ン ト: 講座(生 産管理論お 経済学:
●環 境 マ ネ ジ メ ン ト よ び 環 境 エ コ ノ ミ ● 環 境 コ ロ ク ィ ウ
(H.Meffert,M. 一) ム 「連結生産 と原
Kirchgeorg担 当) ●経営環境 エコノミー 価削減」
●副専攻学生および の概 念(Wagner) {Dyckhoff,Souren,
経済学専攻学生の ●生産管理論ゼ ミナー Darmstadter担
た めの環境法(M. ル(現 在 の環境 指 当)
Hoffmann担 当) 向生産管 理論,集 ●企 業 と環境 保 全
● プ ロ ジ ェ ク トAG 中 講 座,Wagner (ツ ザ ツ ス ツ デ ィ
の環境 マネ ジメ ン お よ びJanzen/ ウム科 目 「環境 と
ト(H.Meffertお Matten担 当) 社会」の前提科 目,




● 資 源 経 済 学 入 門
(W.Strobele担
当)
●経 済 お よび 資 源 経
済 ゼ ミナ ー ル
(H.L30nus,W.
Strobeleお よ び
共 同研 究 員 担 当)
●資 源経 済 学 とエ ネ
ル ギ ー経 済 学
(W.Str6bele担 当)
重 点 科 目環 境 エ コノ
ミー お よび 環境 マ ネ
ジメ ン ト論:
●環 境 お よび資 源 エ
コ ノ ミー の基 礎
(H.Bonus担 当)
● エ ネ ル ギ ー お よ
び 資 源 エ コ ノ ミ




●環 境 技 術,エ コ ロ
ジー お よ び環境 に
優 し い 化 学 製 品
(W.Parz担 当)
●応 用 一 般 均 衡 理 論
(J.Blank担 当)
●環 境 マ ネ ジ メ ン ト
II(D.Adam担
当)
●環境 マ ネ ジ メ ン ト






ハ ウプ トス ツディウ
ムの特殊経 営経 済学
講座(生 産管理論 お
よ び 環 境 エ コ ノ ミ
ー)
●企業 の研究 開発 と
環境保全
(Wagner担 当)
●環境 エ コノ ミー配
慮下での給 付生産























Meffert担 当) ●コ ロ ク イム:環 境
●プ ロ ジ ェ ク トAG 政策および環境法
の環境 マネジメ ン に関する経営経済
ト(M.Kirchgeorg 的 意 義(Wagner/
担 当) Matten担 当)
● コ ロ ク ィム:材 料
管 理(Janzen/
Matten/Haffner
担 当,集 中講 義)
3大 学 とも環境 問題 の重要性 をいち早 く認識 し,環 境 関連講座 を継 続的 に
設置 してい る。 いずれ もこの分野 に関 し先駆 的 な大学 といえ るが,な かで も
ミュンス ター大学 が講座 内容,教 員組 織 とも最 も充実 してい る。
5.お わ り に
以上,経 営経済 学部系 にお けるカ リキ ュラム上 の環境 関連講座 を考察 して
きたが,以 下 の こ とが理解 で きた。
第1は,ド イ ツの経 営経 済学部 系の教員 は環境保 全関連 の知識 を豊富 に も
ってい る とはい え,現 実 に環境 関連講座 をカ リキ ュラム上 で メイ ン としてい
る ところはや は りその分野 の有力教授 のい る大学 で ある。
第2は,大 学 によって は法 ・社会 ・理系 お よび地域性 のあ る多種多様 な環
境 関連講座 も配 置 され てい る。例 えば,「環境 法 と計 画法」,「労資協調 の環境
政策 」,「環境 と社会」,「エ コロジー と環境技術 の基礎 用語 」,「資源経 済学 と
エ ネル ギー経済学」,「環境計 画 を考慮 した街 づ くり論 」,「EUの 環境保 全」,
「個 別文化 の摩擦領 域 での環境教育」,「商 人教 養のた めのエ コロジー」,「NGO
にお ける環境 問題 と環境政策」,「環境物質 の コーデ ィネー シ ョン」等 であ る。
第3は,1993年 前後 よ り環境関連講座 が多 くの大学 で設 置 され るようにな
り,現 在 もなお進行 中で ある。 また,講 座 内容 については試行錯誤 中の大学
もあ る。
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第4は,ゼ ミナール の具体的 なテーマ に関 して は実際 に教室 に出 てみない
と不明 な点 が多いので ほ とん ど触れ てない。筆者が 実際 に出席 した ところで
はか な り弾力性 があ るようで ある。
更 に,こ の ような大学課程 の前後 の青少年,成 人市民 の教育 もきめ細 か く
実施 されて いる ことを忘れ てはな らない。
今後 も ドイツの大 学の環境 関連講座開設 の状況 に関 して は注視 し,我 が国
大学 の環境関連教育 におい て も充分 に参考 にすべ きであ る。
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